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１.はじめに 

 

2021（令和 3）年の暮れに「みんなで考えるまちづくり」という公民館講

座が始まりました。その名も「下諏訪みらい塾」と名づけられました。「コ

ロナ禍で人との距離も遠くなり生活範囲も狭くなっていませんか。そんな

日常から、新しい人との出会いを作り、町のことを語り合い、何をしたら

いいかみんなで考えてみませんか」と声かけをいたしましたところ、まち

の人たち２０名の方が、その呼びかけに応えてくださいました。そして翌

2022 年３月に、全６回にわたって学んでまいりました。 

この「みらい塾」という意味合いは、いわゆる学習塾の塾ではなく、「塾

風教育」という「塾」のほんらい学び方で、塾生どうしの交流を重ね、「み

んなで考えあう」という「参加型学習」です。塾生が積極的に「調べる」、

「語る」、「まとめる」といった多彩なワークを取り入れ、そういうことか

ら生まれる塾生自身の学んだ実感と実践力を身につけようというものもの

です。 

そういうことですから、「まちづくり」について学ぶということは、「そ

うですか」で終わるものではなく、塾生どうしが日々の生活にその学びを

生かし、行動していくかにかかわっていくことをめざすものです。そして

このことは役場から頼まれたことではなく、私たちが学んだことから私た

ちなりにスタートを切ることができればと思っています。 

こうして、2022（令和４）年、第２期の「下諏訪みらい塾」を続けてま

いりました。    

下諏訪町のまちづくりのこのみらい塾では、塾生の関心に沿って、第一

グループは、 多彩に「まち探検」を繰り広げ、そこから観光、交通、居場

所などを課題として位置づけています。 

第２のグループは、まちに対する意識、とくに若者が、地域に対してど

のような意識を持っているのか、そのことによって、地域定着を図ってい

く課題は何かを明らかにするため、高校生・地域から離れた大学生など若

い世代の意識と実態を探ることにいたしました。この場合、ともすると、

統計的に処理される若者像ではなく、個別のケースにあたるアプローチを

取り入れました。 

この二つのグループによる下諏訪のまちづくり研究成果の報告です。 

（上田 幸夫） 
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２．「まち探検」グループ  

 

 第１章 活動経過 

 

まち歩き班では２回のまち歩き、空き家見学を実施し、それぞれの感想

を言い合う中で、自分の中のテーマを見つけ出し、それに沿ってそれぞれ

が学びを深めてきました。それは、新たな町の魅力の発見と未来への提言

として、それぞれのテーマに沿った研究発表という形で報告いたします。

それぞれの視点でまとめたため重複するところもありますが、ご理解くだ

さい。 

6 月 26 日 第 2 期「みらい塾」第 2 回会議（6/26）にて町歩き班が 7 名のメン

バーで結成された。 

9 月 3 日 プレまち歩き 参加者 4 名 

       あいにくの雨でしたが、赤砂崎公園から駅までを歩き反省会を持っ

た。 

9 月 7 日 空き家見学  参加者 4 名 

       菅野町の空き家を見学し、物件の問題点、活用の仕方を話し合っ

た。 

10 月 19 日 まち歩き 参加者 6 名 

       三角八丁を歩き、気が付いたことを話し合った。  

11 月 30 日 図書館にて会議 

       報告書のまとめ方について話し合い、一人一研究の形でまとめるこ

とを決めた。 

 

  

-4-



 

 

 

 第２章 研究の報告 

 

 第１節「コンパクトシティを活かす下諏訪町」（石垣／豊島） 

 日本国内では「少子化・高齢化・人口減」が深刻な問題になっているが、

日本の将来推計人口（平成 24 年 1 月推計）は、70 年後には現在の半分の

6000 万人を下回ると予測している。人口が半分になれば、自治体は現在の生

活圏を維持することが困難になることから、問題解消の為の施策として移住

促進を積極的に展開している。  

我々は、おおよそ一万年以前の旧石器時代からの歴史があり、諏訪信仰の

総本山たる諏訪大社を有する下諏訪がこれからも活気ある町であるよう、4

つの取り組みを提案したいと思う。 
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第１節 コンパクトシティを活かしたまちづくり
～ ふれ合いある町・活気ある町づくりを目指して ～

提言
20世紀後半以降、私たちを取り巻く社会や環境はその変化のスピードを飛躍

的に高めていますが、わたしたちはそのスピードについていけず、相互の断絶、
社会の歪みを感じるようになってきているように思われます。

下諏訪町に引っ越してきて、温泉で語らっているおばちゃんや、子供達、自
然とコミュニケーションが生まれている日常の風景に、この町の人の温かさや
可能性を感じます。諏訪大社あり温泉あり、文学も美術館もあり、湖や山もあ
る。歴史や自然がとても豊かな町。そんな街がとてもコンパクトにまとまって
いる。こんな下諏訪の特性を活かした「ゆったりしたまちづくり」はどうで
しょうか。
車がなくても歩いたり自転車でまわれる、そういう町だからこそ、昨今抱え

るエネルギーや環境の課題、一人ひとりの心身の健康、医療費負担減という観
点からも、今の時代のロールモデルになれるのではないかと思います。むしろ、
いろいろありすぎて当たり前なことほど気づきづらい…今一度、足元の豊かさ
を見直し、掘り起こし、活かしていくことが、町民の幸せにつながると思いま
す。

町の観光遺産を通じて、下諏訪を訪れる観光客と町民がふれ合う機会を増や
しましょう。人間関係の煩わしさのない都会とは異なり、地方は未だに家族や
地域の人間関係で支え合うウエットな相互扶助が残っています。その意味では、
人とのふれ合いに価値を見いだす人に来てもらってこそ、町の真の活性化が図
られるのではないでしょうか。

これまで都会へ出て行った若年層も戻ってきそうな機運が高まってきていま
す。彼等が帰ってきたいと思えるような「精神的な繋がり」を持ってもらえる
よう、彼等の根っこの部分をしっかりと繋ぎ止めておくよう、下諏訪の魅力を
彼等に伝え続けていきましょう。

現状
現在、国内市町村の多くは「少子化・高齢化・人口減」が深刻な問題になっ

ており、その解決は急務となっています。日本の将来推計人口は、30年後の
2053年に1億人を下回り、2065年には3割減、2100年には6000万人を下回ると予
想されています。自治体の多くは、総人口が緩やかに減少していく現況におい
て、移住希望者に移住してもらうよう、転入者に永住してもらうよう、様々な
施策を採っています。

下諏訪はおおよそ一万年以前の旧石器時代から人が集落を形成し、古代の交
通の要衝でありました。諏訪の黒曜石はその希少さから全国に広がり、諏訪大
社を総本山とする諏訪信仰も同じく全国に広まり、諏訪神社の数は25,000社に
もなるそうです。江戸時代には中山道唯一の温泉地、甲州街道との合流地とし
て大いに栄え、寺院仏閣を始めとする文化遺産も多く、魅力ある町としてア
ピールポイントは数多あるといえます。

わたしたち下諏訪みらい塾街班は、昨年9月に三角八丁域内を散策して見まし
た。そして改めて町内には魅力あるスポットが数多くあると思いました。しか
しこれらの謂れや魅力が十分に伝わるものとはなっていないとも思いました。
また町内の小路を通る車の速度が体感的に高く、安全を阻害しているようにも
思われました。
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散策したとき感じたポイントを
（昔の）三角八丁の地図で確認します

ナマコ壁の蔵
とベンチ 宿場問屋場跡の石玉

四つ角駐車場の手湯、
サイクルスタンド

四つ角湯けむり広場の
温泉、東屋、ベンチ

秋宮境内の御神湯下諏訪駅前ﾓﾆｭﾒﾝﾄと温泉

春宮駐車場のﾃｰﾌﾞﾙと
サイクルスタンド
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春宮駐車場にはトイレと立派なﾃｰﾌﾞﾙとサイクルスタンドがありました。
道路脇であり、ちょっと落ち着かないかなという気もしますが、
このような一休みできる所があるのは有り難いと思います。

散策中の休憩ポイント

「七曜星社蔵」と書かれた蔵がありました。両端にベンチが置かれており、
一休みに丁度良いですが、もう一説明あれば更に良いのにと思いました。

四つ角湯けむりひろばにも、屋根付の休憩場とベンチがあります。
近くのパン屋で買ったパンをここで食べたが美味しかったです。

春宮駐車場のﾃｰﾌﾞﾙと
サイクルスタンド

ナマコ壁の蔵

四つ角湯けむり広場の
東屋とベンチ

四つ角駐車場の手湯と
サイクルスタンド

四つ角駐車場にあるサイクルスタンドと三角八丁の地図。
トイレと東屋もあり、散策には便利な設備です。
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旦過源泉から引湯して
いる手湯。
折角アピールするので
あれば、効能も記して
「散策の締めに温泉で
疲れを取りましょう」
などととアピールする
のはどうでしょうか。

ここにも引湯しているそうですが、四つ角駐車場の
手湯と同様に、効能も記して「散策の締めに温泉で
疲れを取りましょう」ともっともっとアピールして
もよいのではないでしょうか。

ﾓﾆｭﾒﾝﾄと温泉です。温泉止まってました。
出てないと何だか寂しいね。

大きな石玉が湧き出る温泉
の蓋の役目を果たしていま
すが、手で回してやると、
「ゴロゴロ」と回転します。
スゲー！この重い石を回転
させる温泉の湧き出すパ
ワー！絶妙な重量バランス
です。

散策中にあった温泉のお知らせ

宿場問屋場跡の石玉

四つ角駐車場の手湯

四つ角湯けむり広場の温泉

秋宮境内の御神湯

下諏訪駅前ﾓﾆｭﾒﾝﾄと温泉

触れない程熱い温泉がこんこんと
湧いています。
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コンパクトシティをＫｅｙｗｏｒｄにして、
色々うかんだものをＭｉｎｄＭａｐにしてみました
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ではどうしたら街はもっと良くなるだろうか

～ 車を降りて歩こう、観光客も町民も
とりあえず歩いてみよう ～

（四国に根付くお遍路文化をイメージ）

人と人がふれ合う町を目指して、観光客町
民も出来るだけ歩こう！希望する観光客には
「貴方にいろいろ聞き隊」という腕輪を、同
じく町民にも「貴方にいろいろ伝え隊」とい
う腕輪を配付して、ふれ合う環境作りを行う。
観光客と町民が自然にふれあえる町、そこ

に価値を見いだせる人が多い町はきっと住み
よい町になるに違いない。

～ 子供たちに下諏訪の魅力を
伝えよう、伝えてもらおう ～

「貴方にいろいろ伝え隊」は是非とも小
学生や中学生達にやってもらいたい。彼等
が観光客とふれあうことを通じてこの地の
魅力を再認識することこそが、何よりの経
験となるだろう。
生まれ育った土地と「精神的な繋がり」

を持つこと、人生の根っこをしっかりと繋
ぎ止めておくことをもっと私たちは意識す
べきなのでははないだろうか。

～ 個々の具体的な提案 ～

１ レンタサイクル
観光客向けに、レンタサイクルの場所をもっと目に入る所に設置する。
ex.駅前観光案内所、秋宮前観光案内所、おんばしら館よいさ、四つ角駐車場等。

→ 健康増進、体を動かす爽快感、車がなくても十分回れる、満足できる
街だとアピール

２ 車のスピードについて
町の学生やアーティストに協力してもらい、
スピード減に繋がる看板をDIYして立てる。
自転車や歩く人の安全性向上。手作り看板
を発見するのも散策の楽しみに。 （実は手書きの看板をＤＩＹというのが大事）

３ 湧き出る温泉について
源泉や湯質、効能の表示看板をつくり立てる。

→ 散策後の入湯喚起、美肌・腰痛に効果有り等の効能を謳う。
４ 駅前について

駅は町の顔。ちょっとした物を購入できるお店が何もないのは寂しい。電車通学の学生の
希望もある。お店導入が難しければ、せめてパンやお菓子、お惣菜など飲食の自動販売機を
設置する。

～ 最後に ～
下諏訪町の魅力は、車がなくても暮らせることに加え、

散策してこそ発見、味わえるものが沢山あることだと感じています。
ゆっくり下諏訪町の時を過ごし、町民やお店の人とふれ合い、
五感が働くことで、観光客も町民も、生きることの豊かさや
今ここの足元にある幸せに気づきやすくなる。
そして、この町で育つ子供達には故郷への愛着や

誇りが芽生えるのではないでしょうか。
コンパクトシティ下諏訪だからこそできるふれあいの町づくり。

それは意識改革そのものであり、幸福度の高い笑顔の花が咲く町
に繋がるのではないでしょうか。

魁 みらい塾

～車でピュ～ッと移動してたんじゃ、街の良さは伝わらない～

～行って見て、それで終わりじゃ、なんだか少しもったいない～
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 第２節「街中に本屋さんがあったら」（山田） 

 

街中から本屋さんが消えて久しい。けれども、コンパクトシティ下諏訪に

こそ、街中の本屋さんが必要ではないか。集いと出会いの場として、学びと

成長の場として、また遊びと語らいの場として、街中に新たな本屋さん(図書

室)の姿を考え、実現させたい。 
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第２節 街中に本屋さんがあったら 

０ 街中の本屋さんへの想い 

 生まれてから大学に入るまでの時間、町内を転々としながらも、ずっと下諏訪町に 

住み続けてきた。教職に就き、諏訪郡外郡内の他市町村から現在の住所に転居し十数年 

現在に至っている。しかし、その間の街の変貌ぶりは驚くほかはない。子どもの頃草野 

球をして遊んだ山王台に大きなホテルが建ち、そして数十年、そのホテルは今はない。 

旧田中線沿いに大きなショッピングセンターが作られ、田中線はジャスコ通りと名前を 

変え、湖周道路の一環として車の流れは絶えない。 

目を街中に転じてみると、同様に古くからの町並みが残っているところもあれば、軒 

並みシャッターを下ろして、閑散としている通りも少なくない。その中で、私個人の子 

どもの頃の思い出の中で、最も記憶に残っているのは、町内に十軒近くはあった街の本 

屋さんである。 

 当時も子どもが一人で買い物に行くことができる店は限られていた。学校近くの文房 

具屋さん、近所の八百屋さん、魚屋さん等々。その中で特に用事が無くてもしばらく過 

ごせたのは、本屋さんだけだったように思う。当時盛んに発行されていた子ども向きの 

名作全集や月刊の雑誌を買いに毎月のように、僅かな小遣いを握りしめ、本屋さんに通 

ったものである。 

 街中から本屋さんが淘汰されて久しい。当町でも、ジャスコ内にあった本屋さんが撤 

退してからは、わずかに雑誌をコンビニで買う以外、新刊の雑誌や単行本を買うことが 

できなくなってしまった。単体としての書店事業は難しい時代になってしまった。 

 

１ 街中に本屋さんがあったら 

 全国の街中から本屋さんが消えつつあるが、それは生活の中で本屋さんが全く必要と 

されなくなったかというと、そうではない。現在は多くの書籍が、アマゾンなどのネッ 

トを通して購入されているが、店頭で直接本を手に取り、購入したいと考える読者も少 

なからず存在する。また、現在も営業している書店の多くが、書籍の販売だけで無く、 

文房具を扱ったり、カフェを併設したりと、様々な戦略を採りながら営業を続けている 

実情がある。 

 (1) 集いと出会いの場としての本屋さん 

 本屋さんの業態の特色の一つは、立ち読みと称してかなりな時間特に買うものが無く 

てもその場所で過ごせることが挙げられる。待ち合い、出会いの場所として本屋さんほ 

ど格好な場所は無いのではないか。 
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今回提案する本屋さんは、書籍販売の本屋さんではなく、古本屋として多少の本を扱 

  う以外に、ブックカフェ的に大量の古本をセットし、本を手に取りながら読書談義をし 

たり、少人数の会合の場としたり、町歩きの途中で休憩をしたりする場としての活用が 

図られることを考えている。 

 セルフでコーヒーなどの飲み物を飲んだり、持ち寄ったもので簡単な食事を楽しんだ 

りする場としても使用が可能な街中の本屋さんです。 

 (2) 学びと成長の場としての本屋さん 

 本屋さんの設備として、壁一面の古本とインターネットが利用できる機器を備えるこ 

とができたらと考えている。古本の中身は限定されないが、諏訪に関する歴史や自然、 

教育、文学の領域は是非とも必要と思う。 

 そのような領域の文献を備え、ネットの活用が図られるとき、街中の本屋さんは、み 

らい塾の活動の拠点として、また様々な同好会の発信源として活用が図られるのではな 

いか。 

 (3) 遊びと語らいの場としての本屋さん 

 気楽に立ち寄れる本屋さんとして、テーブルとイスを何脚か準備し、少人数の集まり 

に利用したり、仲間で囲碁や将棋などのゲームを楽しんだり、お風呂の帰りに本を手に 

取ったりというような活動が考えられます。 

 

２ 実現への課題 

 (1) 建物、場の確保、維持管理をどうしていったらよいか 

 古本の資料提供は用意されている。約 4000冊の書籍、雑誌類。また無償提供を呼び 

かけることで資料は確保できると考えている。ホームラックにして約２０本分の書棚と 

それを並べる壁が必要。以上の条件を考えた上で、最重要課題は、適当な店舗物件の確 

保になる。町の図書館が清水町に置かれているので、町の本屋さんは、駅を挟んで対角 

線上の旧市街にあれば多くの点で好都合ではないかと考える。現在適当な物件を物色中 

であるが、下諏訪町でも空き家空き店舗が話題になることが多い今、さらに広く探して 

いきたい。その上で、適当なリノベーションを施すことで場づくりが出来ていくのでは 

ないだろうか。なお、町の本屋さんには初期投資としてその他にも様々な什器や設備が 

必要であるが、それについてはクラウドファンディングその他の資金調達の方法が考え 

られる。 

 (2) 維持管理に必要な人的体勢 

 少なくとも数人の管理人が必要。一日に１～２人体勢として、１週間を回していくこ 
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とができる人数を確保したい。なお、管理人は基本的にはボランティアとするが、詳細 

については、全体の体勢が整ったところで詰めていきたい。 

 (3) 維持管理に関わる費用について 

 維持管理に関わる費用の主なものは、店舗の借用料と水道光熱費、什器の維持管理費 

等々と考えられる。これらの費用を恒常的に捻出していかなくてはいけない。できるだ 

け持ち出しすることなく、古本屋さんとしての営業をしていく中で捻出していきたい。 

 (4) 既存の商店等への配慮、他 

 このことについては、最も重要な事項として心がけていきたい。町の本屋さんが、 

「街」の本屋さんであるためには、｢街｣との共存、共栄が必要不可欠であると考えてい 

る。開設の曜日、営業の形態等々、様々に近隣の商店等にも影響が及ぶと考えている。 

駐車場の問題や訪問客への対応等々、様々な状況・事態に対応できるように考えていき 

たい。 

 (5) 呼びかけ・ＰＲについて 

 最後に、このことが｢街の本屋さん｣実現に向けての最大の課題になるのではないかと 

考えている。というのは、高齢化率も少子化傾向も非常に進んでいる下諏訪町では、何 

か活動をしようとする際に直面する課題の一つは、パワーが足りないということが挙げ 

られるように感じている。これまでやってきた行事やイベントを継続開催すること限っ 

ても、役員を充当するのが精一杯のような状況も見られる。 

 下諏訪町では、近年三角八丁や夜の街歩きなど、町が関係する団体主催のイベントが 

多く企画され、それぞれに活況を呈している。企画や提案の仕方では、眠っているエネ 

ルギーを掘り起こして、再活性化することが可能なのではないか。街の本屋さんも、提 

案の仕方、呼びかけ・ＰＲの方法を考えることで、パワーを結集できるのではないかと 

考える。 

 

３ 課題の解決に向けて 

   (1) 街中の店舗物件の活用 

   街の本屋さんの拠点となる空き家・空き店舗については、現在も物色中。位置的には 

  御田町近辺を中心に候補となる建物を見つけ、交渉していきたい。 

   (2) 資料の確保や維持管理について協働の取り組みを可能にする組織作り 

   組織の立ち上げから、拠点となる場所や資料の維持管理については、当面は任意団体 

として活動していくことを考えている。街中の本屋さん活動に賛成して下さった方々に 

より活動をスタートさせ、継続的に円滑に運営できる組織作りを考えていきたい。 
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街中の本屋さん活動では、組織を作るところから活動が始まると考えている。様々 

 な事態に対応できる柔軟で協働の力が働く組織作りが大切。その上で、メンバーの一 

人一人が｢街中の本屋さん｣のあり方を考え、アイデアを出し合って創り上げていく、 

そんな活動ができれば素晴らしいと思う。 

 (3) 維持管理に関わる費用の捻出について 

 空き店舗の賃貸料、資料の維持・拡充に変わる費用や水道光熱費など、街中の古本 

屋さんに関わる費用については、本棚の半分くらいを「棚貸し古本屋」とし、一棚の 

オーナーとなってもらい、その賃料を費用に充てることにしたい。オーナーは、毎月 

一定額を街中の古本屋さんに支払い、その棚は自由に利用できるものとする。維持管 

理費の総額については全く未知数であるが、一棚オーナーが多数になればなるほど営 

業的には採算が取れる計算になる。空き店舗内の書棚の整備や什器の設置費用などに 

ついては、任意団体メンバーのカンパも考えられるが、クラウドファンディングや下 

諏訪町の財政的支援制度の活用も視野に考えていきたい。 

 (4) 各地の実践例に学ぶ 

近年、いわゆる街中の本屋さんが激減しているのとは対照的に、小商いの本屋さん 

やまちライブラリーというような地域活動、個人での図書館活動などの事例が多く報 

告されるようになった。また、ブックカフェという形で、喫茶店＋図書室の機能とい 

ったお店も少なからず存在する。街中の本屋さんを考えるについては、このような先 

行する事例を参考にして、ノウハウを蓄積し、できるだけ長続きする本屋さんを目指 

したい。 

 別紙に挙げたのは、つい先日書店で目にした『美しい本屋さんの間取り』という本 

に掲載された事例である。街中の本屋さんで出会ったセレンディピティの一つかと思 

っている。 

 

 街中読書活動の展開に向けて 

街中の本屋さんでは、図書館とはまた違った雰囲気で、古典や新書、雑誌や新刊

書を手に取り、ときに諏訪の歴史や文学について、時間を忘れて語り合ったり、若

き日の読書を通じて旧交を温めたり、老いを労り合ったり、新たな活動の場として

活用していくことが考えられる。 

さらに新しい活動の一つとして考えられるのは、子どもたちが本を直接手に取

り、 

読みたい本を自分で選ぶという機会を与えたいということである。ＡＩ全盛の現在

ではあるが、子ども時代に本当に読みたいもの、知りたいことに出会うことが一生

を左右することもあるのではないだろうか。 
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 第３節「今昔マップによるウォーカブルなまちづくり 

～デジタルアルバムの活用によるわくわくするまち歩き～」曽根原 

 

 何度もまちあるきをしてみて、初めて知る「まちの魅力」の多さに驚くと

ともに、昔の面影が姿を消していくことに悔恨の情をもって回顧する機会と

なった。そこで、「みんなでつくる下諏訪町デジタルアルバム」を活用し、

観光客だけでなく、いろいろな世代の町民がまちあるきの楽しさを味わいな

がら、町の文化や歴史に興味を持ち継承していく方法はないかと考えた。ア

ナログとデジタルの交差を大事にしながら３点提案したい。 
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下諏訪の魅力を
どのように広め、継承していくか

～デジタルアルバムの活用による
わくわくするまちあるき～

第３節
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まちあるきで感じたこと①

1997.1.29下諏訪町教育委員会発行「わが町しも
すわ」に掲載されている史跡ですでになくなっ
ているもの、面影さえない場所がある。

西友駐車場にあった

繭倉が平成18年に惜し
まれつつ姿を消したが、
下諏訪倉庫によって
写真入りの看板が立て
られている。

昭和、平成の時代に姿を消した
文化遺産がたくさんある。世代
を超えて語り継いでいく方法は
ないだろうか。

近代的な防災公園として多くの町民に利用され
ている赤砂崎公園。ここは昭和初期に飛行場で
あった面影はない。

浦野染織資料館、西浦薬師堂等すがたを消して
いく史跡や文化財がたくさんある。

赤砂崎の延命地蔵尊や一本柳神社の大陸天等謂
われを継承したい石仏や石碑がある。
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一念坂
唐糸と万寿姫
供養五輪塔

まちあるきで感じたこと②

NHK大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の人気にあや
かって盛り上がっている木曽町日義の「義仲
の館」を訪れたときに、「義仲と下諏訪」の
資料が充実していた。それを元に町内の義仲
ゆかりの地を探しながら歩いてみると、初め
てみる史跡もあり、わくわくした。
残念ながら山吹城までたどり着かなかった。

桜城

金刺盛澄

義仲の矢倉

桜城
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